
〇第６回三高祭 
 

 

 

 

 

 

 

 

９月９日（土）に、第６回三高祭を開催しました。 

今年のテーマは「友愛～Memories with Best friends～」でした。文化部の発表や展示、友情、クラスメイト

との絆など、この三高祭を通して、より一層深めて欲しい、また、長い人生における僅か３年間である高校生活

の思い出を沢山作って欲しいという思いが込められています 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福岡県立三池高等学校 
令和４年９月２８日 第３号発行 



〇秋の１日大学 
 

〇部活動報告  
 

 

○陸上競技部 
令和４年度福岡県高校新人陸上競技大会南部ブロック予選会 

個人・男子３０００SC    ５位    ２年４組 大塚 貴弥  （田隈中出身） 
個人・男子走幅跳      ６位   １ 年２組 久米 弘晃  （甘木中出身） 
個人・男子三段跳      ５位     １ 年２組 久米 弘晃  （甘木中出身）  
個人・女子１５００ｍ     優勝  ２年３組 坂本 綺星  （松原中出身） 
個人・女子１５００ｍ      ２位    ２年４組 木村 美月  （橘中出身） 
個人・女子３０００ｍ   優勝  ２年３組 坂本 綺星  （松原中出身） 
個人・女子３０００ｍ    ２位    ２年４組 木村 美月  （橘中出身） 
個人・女子走幅跳      優勝    ２年５組  宮園 文菜  （城島中出身） 
個人・女子三段跳       ２位    ２年５組  宮園 文菜  （城島中出身） 
※女子総合の部           ３位 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ９月１５日（木）の総合的な探究の時間に１・２年生を対象に出前講座「秋の１日大学」を実施しました。九州内

の８つの大学から１０名の先生をお招きし、各専門分野について講義をしていただきました。生徒たちは集中して受

講し、今後の進路を考える上で有意義な機会となりました。 

 

生徒感想文より 

○熊本大学・文学部・鈴木啓孝准教授「伝統の音と音楽って何だ？」 

秋の一日大学を受講して、日本に取り入れられた海外の音楽が海外でどのように発展したのか、又日本に海外の

音楽の影響があったように海外にも日本の音楽の影響はあったのかが気になりました。調べていない学部やコー

スでしたが知ることができて良かったし、内容も面白かったです。     （２年５組・森優菜・山川中出身） 

 

○福岡大学・スポーツ科学部・築山泰典教授「大学でスポーツを学ぶ意味」 

自分の中にあった「大学」というものも「スポーツ科学部」というものも良い意味で覆されました。究極の体力

は寿命だと築山先生がおっしゃるように、自分自身もマネージャーとしてだけではなく、生涯スポーツとして何

か始めてみようと思いました。「遊ぶ」ということがスポーツを発祥としていることは知っていましたが、こんな

にも奥深いものだと知ることができて良かったです。         （２年４組・築地原愛羅・白光中出身） 

 

○九州工業大学・大内将吉准教授「疑似科学を考えるーあなたは騙されていませんかー」 

先生が講義の後半でおっしゃった「理解しようとしない」という言葉が自分にも当てはまると思った。自分の身

の回りのことについて知ることを面倒臭がることは物事を知る大切な機会を自ら失う、とてももったいないこと

だと思ったので、これからは色々なことを「知ろう」とする気持ちを大切にしたいと思う。 

                                    （１年１組・境和朗・橘中出身） 

 

 

～応援ありがとうございました！～ 
 


